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2021 年 9 月、東芝はフィルム型のペロブスカイト太陽電池で独自の成膜技術を開発し、フィルム型では世界最

高のエネルギー変換効率 15.1 %を達成した。広く普及しているシリコン型太陽電池並みの変換効率を実現して

いる。東芝は 2025 年までに、変換効率が 20 %以上、受光部の面積 9 平方メートルの実用化に向けて開発を進め

ており、発電コストは 1 kWh20 円以下を目指す。2021 年 9 月、東芝はフィルム型のペロブスカイト太陽電池で

独自の成膜技術を開発し、フィルム型では世界最高のエネルギー変換効率 15.1 %を達成した。広く普及している

シリコン型太陽電池並みの変換効率を実現している。東芝は 2025 年までに、変換効率が 20 %以上、受光部の面

積 9 平方メートルの実用化に向けて開発を進めており、発電コストは 1 kWh20 円以下を目指す。 
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●あくまで今のペロブスカイト太陽電池の目標はシングル接合構造上、その変換効率２０％程度です。印刷して

作れ、コストにも量産性にも優れています。シリコン結晶シングル接合型太陽電池の置き換えを、目標にしてい

ます。しかし、寿命が５～１０年と短く、１０～１５年保証の家電や２０年保証の住宅や、大規模太陽光発電所

の建設には、寿命が問題です。 

 

●萩原の提案のダブル接合構造は、材料には関係しません。 

 

 シリコン結晶材料でもペロブスカイト膜にも適応可能です。まずは量産性と寿命の実績のある、シリコン結晶

材料での原理試作、実験検証を進め、１０～１５年保証の家電や２０年保証の住宅や、大規模太陽光発電所の建

設に貢献できればと希望します。シリコン結晶でまずＤＡＴＡをとり実績を積み、ペロブスカイト膜を使ったダ

ブル接合型の太陽電池に、桐蔭大学の先生のみなさんの応援をいただき挑戦したいと希望します。 
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